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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルに配置される赤色サブセル、緑色サブセル及び青色サブセルそれぞれに対し
て印加される電圧値としてビデオデータ源から入力される入力電圧データを基にして、赤
色サブセル、緑色サブセル及び青色サブセルそれぞれに対して印加される電圧値の修正値
として液晶パネルへ出力される修正電圧データを生成することで、色バランスを補正する
液晶表示装置の色補正方法において、
　それぞれのサブセルについて修正電圧データを生成する際に、現在のフレームの入力電
圧データが直前のフレームの入力電圧データと同一である場合に前記現在のフレームの入
力電圧データよりも小さい修正電圧データを生成する段階と、前記現在のフレームの入力
電圧データが前記直前のフレームの入力電圧データよりも大きい場合に前記現在のフレー
ムの入力電圧データよりも大きい修正電圧データを生成する段階と、前記現在のフレーム
の入力電圧データが前記直前のフレームの入力電圧データよりも小さい場合に前記現在の
フレームの入力電圧データよりも小さい修正電圧データを生成する段階とを有することを
特徴とする液晶表示装置の色補正方法。
【請求項２】
　入力電圧データの上位ビットに基づいて、修正電圧データが生成されることを特徴とす
る請求項１に記載の液晶表示装置の色補正方法。
【請求項３】
　入力電圧データの上位ビットと下位ビットとに基づいて、修正電圧データが生成される
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ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の色補正方法。
【請求項４】
　液晶パネルに配置される赤色サブセル、緑色サブセル及び青色サブセルそれぞれに対し
て印加される電圧値としてビデオデータ源から入力される入力電圧データを基にして、赤
色サブセル、緑色サブセル及び青色サブセルそれぞれに対して印加される電圧値の修正値
として液晶パネルへ出力される修正電圧データを生成することで、色バランスを補正する
液晶表示装置の色補正装置において、
　入力電圧データを１フレームの間遅延させるためのフレームメモリと、
　現在のフレームの入力電圧データが前記１フレーム遅延された直前のフレームの入力電
圧データよりも大きい場合に前記現在のフレームの入力電圧データよりも大きい修正電圧
データが設定され、前記現在のフレームの入力電圧データが前記１フレーム遅延された直
前のフレームの入力電圧データよりも大きくない場合に前記現在のフレームの入力電圧デ
ータよりも小さい修正電圧データが設定されている修正情報を有するルックアップ・テー
ブルとを備えて、
　前記ルックアップ・テーブルに基づいて、それぞれのサブセル毎に、入力電圧データか
ら修正電圧データを生成して出力するデータ修正器を有することを特徴とする液晶表示装
置の色補正装置。
【請求項５】
　前記データ修正器に入力電圧データを供給するタイミングコントローラと、
　前記データ修正器から出力される修正電圧データを基にしてタイミングコントローラの
制御の下に前記液晶パネルのデータラインに前記修正電圧データに対応する電圧を供給す
るためのデータドライバと、
　前記タイミングコントローラの制御の下に前記修正電圧データに対応する電圧が供給さ
れる前記液晶パネルの走査ラインを選択するためのゲートドライバとを有することを特徴
とする請求項４に記載の液晶表示装置の色補正装置。
【請求項６】
　液晶パネルに配置される赤色サブセル、緑色サブセル及び青色サブセルそれぞれに対し
て印加される電圧値としてビデオデータ源から入力される入力電圧データを基にして、赤
色サブセル、緑色サブセル及び青色サブセルそれぞれに対して印加される電圧値の修正値
として液晶パネルへ出力される修正電圧データを生成することで、色バランスを補正する
液晶表示装置の色補正装置において、
　それぞれのサブセル毎に、現在のフレームの入力電圧データが直前のフレームの入力電
圧データから変化したかを検出するデータ比較器と、
　前記データ比較器から供給される比較情報に基づいて、前記現在のフレームの入力電圧
データが前記直前のフレームの入力電圧データと同一である場合に、前記現在のフレーム
の入力電圧データより小さい電圧データを現在のフレームの新たな入力電圧データとして
出力する第１データ修正器と、
　前記第１データ修正器から出力される前記現在のフレームの入力電圧データが前記直前
のフレームの入力電圧データより大きい場合に前記現在のフレームの入力電圧データより
も大きい修正電圧データを出力し、前記第１データ修正器から出力される前記現在のフレ
ームの入力電圧データが前記直前のフレームの入力電圧データより小さい場合に前記現在
のフレームの入力電圧データよりも小さい修正電圧データを出力する第２データ修正器と
を有して構成されることを特徴とする液晶表示装置の色補正装置。
【請求項７】
　少なくとも前記データ比較器及び前記第１データ修正器に入力電圧データを供給するタ
イミングコントローラと、
　前記第２データ修正器から出力される修正電圧データを基にして前記タイミングコント
ローラの制御の下に前記液晶パネルのデータラインに前記修正電圧データに対応する電圧
を供給するためのデータドライバと、
　前記タイミングコントローラの制御の下に前記修正電圧データに対応する電圧が供給さ
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れる前記液晶パネルの走査ラインを選択するためのゲートドライバとを有することを特徴
とする請求項６に記載の液晶表示装置の色補正装置。
【請求項８】
　前記データ比較器は、
　前記ビデオデータ源から供給される入力電圧データを１フレームの間遅延させるための
フレームメモリと、
　現在のフレームの入力電圧データと前記１フレーム遅延された直前のフレームの入力電
圧データとの排他的論理和演算を実行するための排他的論理和演算器とを有して構成され
ることを特徴とする請求項６または請求項７に記載の液晶表示装置の色補正装置。
【請求項９】
　前記第１データ修正器は、前記データ比較器から供給される比較情報に基づいて、現在
のフレームの入力電圧データが直前のフレームの入力電圧データと同一である場合に、現
在のフレームの新たな入力電圧データとして前記現在のフレームの入力電圧データよりも
小さい電圧データが設定されている修正情報を有するルックアップ・テーブルを備えるこ
とを特徴とする請求項６ないし請求項８のいずれか１項に記載の液晶表示装置の色補正装
置。
【請求項１０】
　前記第２データ修正器は、
　前記ビデオデータ源から供給される入力電圧データを１フレームの間遅延させるための
フレームメモリと、
　前記第１データ修正器から出力される現在のフレームの入力電圧データが前記１フレー
ム遅延された直前のフレームの入力電圧データより大きい場合に前記現在のフレームの入
力電圧データよりも大きい修正電圧データが設定され、前記第１データ修正器から出力さ
れる前記現在のフレームの入力電圧データが前記１フレーム遅延された直前のフレームの
入力電圧データより小さい場合に前記現在のフレームの入力電圧データよりも小さい修正
電圧データが設定されている修正情報を有するルックアップ・テーブルとを有して構成さ
れることを特徴とする請求項６ないし請求項９のいずれか１項に記載の液晶表示装置の色
補正装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本願発明は液晶表示装置に関し、特に色バランスを補正する液晶表示装置の色補正方法
及び色補正装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　通常、液晶表示装置はビデオ信号により液晶セルの光透過率を調節して画像を表示する
。液晶セル毎にスイッチング素子が形成されたアクティブ・マトリックスタイプの液晶表
示装置は、動画を表示するのに適している。アクティブ・マトリックスタイプの液晶表示
装置に使用されるスイッチング素子としては主として薄膜トランジスタ（以下、「ＴＦＴ
」という）が利用されている。
【０００３】
　このような液晶表示装置は、液晶の粘性と弾性復元力などの特性のために応答速度が遅
いという短所がある。
【０００４】
　図１から分かるように、従来の液晶表示装置は動画を表示する際の応答速度が遅いため
に、ビデオデータ源から供給される電圧データのレベルが変化する場合に１フレーム内で
所望の輝度に到達せず、所望の色と輝度が表現されない。その結果、液晶表示装置には動
画像のモーション・ブラーリング（Ｍｏｔｉｏｎ　Ｂｌｕｒｒｉｎｇ）現象が発生し、明
暗比の低下により表示品質が劣化し、使用者の視覚認知特性が低下する。
【０００５】
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　このような液晶表示装置の応答速度を早めるために、アメリカ特許第５，４９５，２６
５号及びＰＣＴ国際公開番号ＷＯ９９／０５５６７に、デジタルビデオカード等のビデオ
データ源から供給される入力電圧データを修正するルックアップ・テーブルを利用して、
液晶表示装置を高速に駆動することが提案されている。この高速駆動方法は、図２のよう
に入力電圧データを修正するものである。
【０００６】
　図２に示すように、従来の高速駆動方法は、入力電圧データ（ＶＤ）を修正して修正電
圧データ（ＭＶＤ）を液晶パネルに供給することにより所望の輝度（ＭＢＬ）を得る。従
って、高速駆動方法により、液晶表示装置は動画像のモーション・ブラーリング現象を緩
和して、所望の色と輝度で画像を表示することができる。
【０００７】
　この高速駆動方法では、直前のフレームの入力電圧データと現在のフレームの入力電圧
データとを比較して、下の表１のようなルックアップ・テーブルに基づいて入力電圧デー
タから修正電圧データを生成する。
【０００８】
【表１】

　表１において、左側列は直前のフレーム（Ｆｎ－１）の入力電圧データ（ＶＤｎ－１）
であり、最上行は現在のフレーム（Ｆｎ）の入力電圧データ（ＶＤｎ）である。
【０００９】
　表１によると、従来の高速駆動方法で提案されたルックアップ・テーブル情報は、直前
のフレーム（Ｆｎ－１）とそれに続く現在のフレーム（Ｆｎ）との間の入力電圧データの
変化に基づいて入力電圧データ（ＶＤ）を修正する。これを関係式に表現すると、下の関
係式（１）乃至（３）のようになる。
ＶＤｎ　＜　ＶＤｎ－１　－－－＞　ＭＶＤｎ　＜　ＶＤｎ　－－－－－－－（１）
ＶＤｎ　＝　ＶＤｎ－１　－－－＞　ＭＶＤｎ　＝　ＶＤｎ　－－－－－－－（２）
ＶＤｎ　＞　ＶＤｎ－１　－－－＞　ＭＶＤｎ　＞　ＶＤｎ　－－－－－－－（３）
　（１）乃至（３）において、ＶＤｎ－１は直前のフレームの入力電圧データ、ＶＤｎは
現在のフレームの入力電圧データ、そしてＭＶＤｎは現在のフレームの修正電圧データを
それぞれ表す。
【００１０】
　表１の関係式（１）から分かるように、従来の高速駆動方法では、直前のフレーム（Ｆ
ｎ－１）の入力電圧データ（ＶＤｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）の入力電圧データ（
ＶＤｎ）とを比較した結果、現在のフレーム（Ｆｎ）の入力電圧データ（ＶＤｎ）が直前
のフレーム（Ｆｎ－１）の入力電圧データ（ＶＤｎ－１）より小さい場合に、現在のフレ
ームの入力電圧データより小さい修正電圧データを液晶パネルに供給する。
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【００１１】
　また、表１と関係式（２）及び（３）から分かるように、従来の高速駆動方法では、現
在のフレーム（Ｆｎ）の入力電圧データ（ＶＤｎ）が直前のフレーム（Ｆｎ－１）の入力
電圧データ（ＶＤｎ－１）と同程度であると入力電圧データを修正せず、入力電圧データ
をそのまま液晶セルに供給し、現在のフレーム（Ｆｎ）の入力電圧データ（ＶＤｎ）が直
前のフレーム（Ｆｎ－１）の入力電圧データ（ＶＤｎ－１）より大きい場合に、現在のフ
レームの入力電圧データより大きい修正電圧データを液晶パネルに供給する。
【００１２】
　しかし、従来の高速駆動方法はカラー表示の際に色の表現が更に歪む場合があるという
問題点がある。
【００１３】
　１つのドットは光の３原色である赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）のそれぞれの色を表現
するためのサブセルを含み、このサブセルそれぞれが射出する赤色光、緑色光及び青色光
の合成でその色が決定される。
【００１４】
　動画像のように直前のフレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）との間において
色の変化がある場合に、１つのドットにおいてフレーム間で入力電圧データが変化するサ
ブセルと、入力電圧データが変化しないサブセルとが併存することで、色バランスに歪み
が生じて所望の色が表現されなくなることもある。
【００１５】
　図３を参照すると、赤色データについて、直前のフレーム（Ｆｎ－１）では修正電圧デ
ータ（ＭＶＲＤ）が入力電圧データ（ＶＲＤ）より大きくなるよう修正されるが、現在の
フレーム（Ｆｎ）では直前のフレーム（Ｆｎ－１）と入力電圧データ（ＶＲＤ）が同一に
なるので入力電圧データは修正されない。緑色データについて、直前のフレーム（Ｆｎ－
１）と現在のフレーム（Ｆｎ）との両方において修正電圧データ（ＭＶＧＤ）が入力電圧
データ（ＶＧＤ）より大きくなるように修正され、青色データについて、直前のフレーム
（Ｆｎ－１）において修正電圧データ（ＭＶＢＤ）が入力電圧データ（ＶＢＤ）より大き
くなるよう修正され、現在のフレーム（Ｆｎ）において修正電圧データ（ＭＶＢＤ）が入
力電圧データ（ＶＢＤ）より小さくなるよう修正される。このように赤色データについて
は修正されない入力電圧データがそのまま液晶パネルに供給され、緑色データと青色デー
タとについては入力電圧データと異なる修正電圧データが液晶パネルに供給される。
【００１６】
　すると図４で分かるように、現在のフレーム（Ｆｎ）について緑色サブセルの輝度（Ｂ
ＬＧ）は、液晶の応答が遅いという特性のために、斜線部分に相当する量だけ所望の色よ
り輝度が低くなる。青色サブセルでは、図３に示されるように、直前のフレーム（Ｆｎ－
１）において、所望の輝度を得るために入力電圧データ（ＶＢＤ）より大きい修正電圧デ
ータ（ＭＶＢＤ）を供給しているが、液晶の応答が遅いために、実際の輝度は所望の輝度
より低くなる。現在のフレーム（Ｆｎ）における所望の輝度は直前のフレーム（Ｆｎ－１
）における所望の輝度よりも低下するので、直前のフレーム（Ｆｎ－１）の所望の輝度か
ら現在のフレーム（Ｆｎ）の所望の輝度へ低下させるように、直前のフレーム（Ｆｎ－１
）の入力電圧データと現在のフレーム（Ｆｎ）の入力電圧データとの差に基づいて、現在
のフレーム（Ｆｎ）において入力電圧データ（ＶＢＤ）より小さい修正電圧データ（ＭＶ
ＢＤ）が設定される。上述したように、直前のフレーム（Ｆｎ－１）における実際の輝度
が所望の輝度より低いことから、直前のフレーム（Ｆｎ－１）の所望の輝度から現在のフ
レーム（Ｆｎ）の所望の輝度へ低下させるように設定された修正電圧データ（ＭＶＢＤ）
を供給すると、図４の斜線部分に示されるように、現在のフレーム（Ｆｎ）の後半部分の
実際の輝度が所望の輝度より低下することがある。これに比べて、赤色サブセルの輝度（
ＢＬＲ）は現在のフレーム（Ｆｎ）において直前のフレーム（Ｆｎ－１）の輝度をそのま
ま維持する。従って、従来の高速駆動方法ではそのデータ修正方法のために、所望の輝度
よりも輝度が低いサブセルやフレームの後半部分で所望の輝度よりも輝度が低くなるサブ
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セルと、入力電圧データが変化しないことで輝度が一定であるサブセルとが併存するよう
な場合に、カラー表示の際に色バランスに歪を生じる。
【００１７】
【発明が解決しようとする課題】
　従って、本願発明の目的は、所望の輝度よりも輝度が低いサブセルやフレームの後半部
分で所望の輝度よりも輝度が低くなるサブセルと、入力電圧データが変化しないことで輝
度が一定であるサブセルとが併存する場合に生じる色バランスの歪みを補正することで、
動画像を構成する画像全体に係る平均的な色バランスを向上することができる液晶表示装
置の色補正方法及び装置を提供することである。
【００１８】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、液晶パネルに配置される赤色サブセル、緑色サブセル及び
青色サブセルそれぞれに対して印加される電圧値としてビデオデータ源から入力される入
力電圧データを基にして、赤色サブセル、緑色サブセル及び青色サブセルそれぞれに対し
て印加される電圧値の修正値として液晶パネルへ出力される修正電圧データを生成するこ
とで、色バランスを補正する液晶表示装置の色補正方法を提供する。本願発明の第１の実
施態様に係る液晶表示装置の色補正方法においては、それぞれのサブセル毎に、現在のフ
レームの入力電圧データが直前のフレームの入力電圧データよりも大きい場合に現在のフ
レームの入力電圧データよりも大きい修正電圧データを生成し、現在のフレームの入力電
圧データが直前のフレームの入力電圧データよりも大きくない場合に現在のフレームの入
力電圧データよりも小さい修正電圧データを生成する。
【００１９】
　本願発明の第１の実施態様に係る液晶表示装置の色補正方法においては、現在のフレー
ムに係る電圧データの修正により現在のフレームに係る電圧データが増加する際に、現在
のフレームの修正電圧データと現在のフレームの入力電圧データとの差が、現在のフレー
ムの入力電圧データと直前のフレームの入力電圧データとの差よりも大きくなる。
【００２０】
　本願発明の第１の実施態様に係る液晶表示装置の色補正方法においては、入力電圧デー
タの上位ビットに基づいて、修正電圧データが生成される。
【００２１】
　本願発明の第１の実施態様に係る液晶表示装置の色補正方法においては、入力電圧デー
タの上位ビットと下位ビットとに基づいて、修正電圧データが生成される。
【００２２】
　本願発明の第２の実施態様に係る液晶表示装置の色補正方法においては、それぞれのサ
ブセルについて修正電圧データを生成する際に、現在のフレームの入力電圧データが直前
のフレームの入力電圧データと同一である場合に現在のフレームの入力電圧データよりも
小さい修正電圧データを生成する段階と、現在のフレームの入力電圧データが直前のフレ
ームの入力電圧データよりも大きい場合に現在の入力電圧データよりも大きい修正電圧デ
ータを生成する段階と、現在のフレームの入力電圧データが直前のフレームの入力電圧デ
ータよりも小さい場合に現在の入力電圧データよりも小さい修正電圧データを生成する段
階とを有する。
【００２３】
　本願発明の第２の実施態様に係る液晶表示装置の色補正方法においては、入力電圧デー
タの上位ビットに基づいて、修正電圧データが生成される。
【００２４】
　本願発明の第２の実施態様に係る液晶表示装置の色補正方法においては、入力電圧デー
タの上位ビットと下位ビットとに基づいて、修正電圧データが生成される。
【００２５】
　上記目的を達成するために、液晶パネルに配置される赤色サブセル、緑色サブセル及び
青色サブセルそれぞれに対して印加される電圧値としてビデオデータ源から入力される入
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力電圧データを基にして、赤色サブセル、緑色サブセル及び青色サブセルそれぞれに対し
て印加される電圧値の修正値として液晶パネルへ出力される修正電圧データを生成するこ
とで、色バランスを補正する液晶表示装置の色補正装置を提供する。本願発明の第１の実
施態様に係る液晶表示装置の色補正装置は、入力電圧データを１フレームの間遅延させる
ためのフレームメモリと、現在のフレームの入力電圧データが１フレーム遅延された直前
のフレームの入力電圧データよりも大きい場合に現在のフレームの入力電圧データよりも
大きい修正電圧データが設定され、現在のフレームの入力電圧データが１フレーム遅延さ
れた直前のフレームの入力電圧データよりも大きくない場合に現在のフレームの入力電圧
データよりも小さい修正電圧データが設定されている修正情報を有するルックアップ・テ
ーブルとを備えて、ルックアップ・テーブルに基づいて、それぞれのサブセル毎に、入力
電圧データから修正電圧データを生成して出力するデータ修正器を有する。
【００２６】
　本願発明の第１の実施態様に係る液晶表示装置の色補正装置は、データ修正器に入力電
圧データを供給するタイミングコントローラと、データ修正器から出力される修正電圧デ
ータを基にしてタイミングコントローラの制御の下に液晶パネルのデータラインに修正電
圧データに対応する電圧を供給するためのデータドライバと、タイミングコントローラの
制御の下に修正電圧データに対応する電圧が供給される液晶パネルの走査ラインを選択す
るためのゲートドライバとを有する。
【００２７】
　本願発明の第２の実施態様に係る液晶表示装置の色補正装置は、それぞれのサブセル毎
に、現在のフレームの入力電圧データが直前のフレームの入力電圧データから変化したか
を検出するデータ比較器と、データ比較器から供給される比較情報に基づいて、現在のフ
レームの入力電圧データが直前のフレームの入力電圧データと同一である場合に、現在の
フレームの入力電圧データより小さい電圧データを現在のフレームの新たな入力電圧デー
タとして出力する第１データ修正器と、第１データ修正器から出力される現在のフレーム
の入力電圧データが直前のフレームの入力電圧データより大きい場合に現在のフレームの
入力電圧データよりも大きい修正電圧データを出力し、第１データ修正器から出力される
現在のフレームの入力電圧データが直前のフレームの入力電圧データより小さい場合に現
在のフレームの入力電圧データよりも小さい修正電圧データを出力する第２データ修正器
とを有して構成される。
【００２８】
　本願発明の第２の実施態様に係る液晶表示装置の色補正装置は、少なくともデータ比較
器及び第１データ修正器に入力電圧データを供給するタイミングコントローラと、第２デ
ータ修正器から出力される修正電圧データを基にしてタイミングコントローラの制御の下
に液晶パネルのデータラインに修正電圧データに対応する電圧を供給するためのデータド
ライバと、タイミングコントローラの制御の下に修正電圧データに対応する電圧が供給さ
れる液晶パネルの走査ラインを選択するためのゲートドライバとを有する。
【００２９】
　本願発明の第２の実施態様に係る液晶表示装置の色補正装置においては、データ比較器
は、ビデオデータ源から供給される入力電圧データを１フレームの間遅延させるためのフ
レームメモリと、現在のフレームの入力電圧データと１フレーム遅延された直前のフレー
ムの入力電圧データとの排他的論理和演算を実行するための排他的論理和演算器とを有し
て構成される。
【００３０】
　本願発明の第２の実施態様に係る液晶表示装置の色補正装置においては、第１データ修
正器は、データ比較器から供給される比較情報に基づいて、現在のフレームの入力電圧デ
ータが直前のフレームの入力電圧データと同一である場合に、現在のフレームの新たな入
力電圧データとして現在のフレームの入力電圧データよりも小さい電圧データが設定され
ている修正情報を有するルックアップ・テーブルを備える。
【００３１】
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　本願発明の第２の実施態様に係る液晶表示装置の色補正装置においては、第２データ修
正器は、ビデオデータ源から供給される入力電圧データを１フレームの間遅延させるため
のフレームメモリと、第１の修正器から出力される現在のフレームの入力電圧データが１
フレーム遅延された直前のフレームの入力電圧データより大きい場合に現在のフレームの
入力電圧データよりも大きい修正電圧データが設定され、第１の修正器から出力される現
在のフレームの入力電圧データが１フレーム遅延された直前のフレームの入力電圧データ
より小さい場合に現在のフレームの入力電圧データよりも小さい修正電圧データが設定さ
れている修正情報を有するルックアップ・テーブルとを有して構成される。
【００３２】
【作用】
　本願発明による液晶表示装置は、液晶パネルに供給される電圧データが修正されて高速
駆動されるだけではなく、入力電圧データに変化のある電圧データの修正量を考慮して入
力電圧データに変化のない電圧データを修正する。
【００３３】
【発明の実施態様】
　以下、図５乃至図１０を参照して本願発明の好ましい実施例を説明する。
【００３４】
　図５に示すように、本願発明による液晶表示装置の駆動装置は、液晶パネル（９６）の
データライン（９７）に電圧を供給するためのデータドライバ（９５）と、液晶パネル（
９６）のゲートライン（９８）にスキャニングパルスを順次供給するためのゲートドライ
バ（９４）と、デジタルビデオデータと同期信号（Ｈ、Ｖ）が供給されるタイミングコン
トローラ（９１）と、タイミングコントローラ（９１）とデータドライバ（９５）との間
に接続されたデータ修正器（９３）とを具備する。
【００３５】
　液晶パネル（９６）は間に液晶が注入された２枚のガラス基板からなり、下部ガラス基
板の上に複数のゲートライン（９８）と複数のデータライン（９７）が相互に直交するよ
うに設けられている。複数のゲートライン（９８）と複数のデータライン（９７）の各交
差部に形成されたＴＦＴは、ゲート電極に入力されるスキャンニングパルスに応答してデ
ータライン（９７）から入力される電圧を液晶セル（Ｃｌｃ）に選択的に供給する。ＴＦ
Ｔのゲート電極はゲートライン（９８）に接続され、そのソース電極はデータライン（９
７）に接続される。またＴＦＴのドレーン電極は液晶セル（Ｃｌｃ）の画素電極に接続さ
れる。
【００３６】
　タイミングコントローラ（９１）は、図示しないデジタルビデオカード等のビデオデー
タ源から供給されるデジタルビデオデータをデータ修正器（９３）に供給する。また、タ
イミングコントローラ（９１）は、ビデオデータ源から供給される水平／垂直の同期信号
（ＨＶ）を利用して、ドットクロック（Ｄｃｌｋ）及びゲート・スタート・パルス（ＧＳ
Ｐ）を生成し、データドライバ（９５）とゲートドライバ（９４）を制御する。ドットク
ロック（Ｄｃｌｋ）はデータドライバ（９５）に供給され、ゲート・スタート・パルス（
ＧＳＰ）はゲートドライバ（９４）に供給される。
【００３７】
　ゲートドライバ（９４）は、タイミングコントローラ（９１）から供給されるゲート・
スタート・パルス（ＧＳＰ）に応答し、順次スキャンパルス、即ちゲート・ハイパルスを
発生させるシフトレジスタと、スキャンパルスの電圧を液晶セル（Ｃｌｃ）の駆動に適合
したレベルにシフトさせるためのレベルシフトを含む。このゲートドライバ（９４）から
入力されるスキャンパルスに応答してＴＦＴはターンオンされ、データライン（９７）上
のビデオデータに対応する電圧を液晶セル（Ｃｌｃ）の画素電極に供給する。
【００３８】
　データドライバ（９５）には、データ修正器（９３）により修正された赤（Ｒ）、緑（
Ｇ）及び青（Ｂ）のそれぞれのサブセルに対する修正電圧データ（ＲＧＢ　Ｍデータ）が
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供給されると共に、タイミングコントローラ（９１）からドットクロック（Ｄｃｌｋ）が
入力される。このデータドライバ（９５）は、ドットクロック（Ｄｃｌｋ）に合わせて赤
（Ｒ）、緑（Ｇ）及び青（Ｂ）のそれぞれのサブセルに対する修正電圧データ（ＲＧＢ　
Ｍデータ）をラッチした後、該データをアナログ電圧に変換して１ライン分ずつデータラ
イン（９７）に供給する。また、データドライバ（９５）は修正電圧データに対応するガ
ンマ電圧をデータライン（９７）に供給することもできる。
【００３９】
　データ修正器（９３）は、下の関係式（４）乃至（６）のように電圧データを修正する
ための修正情報が登載されたルックアップ・テーブルを利用して電圧データを修正する。
従って、データ修正器（９３）は、入力電圧データに変化のあるサブセルについて入力電
圧データよりも大きい修正電圧データを生成するか、あるいは入力電圧データよりも小さ
い修正電圧データを生成することは勿論、入力電圧データに変化のないサブセルについて
入力電圧データよりも小さい修正電圧データを生成することで、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）及び
青（Ｂ）のサブセル間の色バランスを合わせる。
【００４０】
　図６に示すように、データ修正器（９３）は、タイミングコントローラ（９１）の上位
ビット・バスライン（１０６）に接続されたフレームメモリ（１０３）と、上位ビット・
バスライン（１０６）とフレーム・メモリ（１０３）の出力端子両方に接続されたルック
アップ・テーブル（１０５）とを具備する。
【００４１】
　フレームメモリ（１０３）は、タイミングコントローラ（９１）から供給される上位ビ
ットデータを、１フレーム期間保存し、フレーム単位に保存された該データをルックアッ
プ・テーブル（１０５）に供給する。このフレームメモリ（１０３）は、タイミングコン
トローラ（９１）から８ビットのデータ（ＲＧＢデータ）が出力されると、そのうち上位
３ビットまたは４ビット（ＭＳＢ）を保存する。
【００４２】
　ルックアップ・テーブル（１０５）は、上位ビット・バスライン（１０６）から供給さ
れる現在のフレーム（Ｆｎ）の入力電圧データと、フレームメモリ（１０３）から供給さ
れる直前のフレーム（Ｆｎ－１）の入力電圧データをインデックスとして、下の表２のよ
うなルックアップ・テーブルにマッピングし、現在のフレーム（Ｆｎ）の修正電圧データ
を出力する。
【表２】

　表２において、左側列は直前のフレーム（Ｆｎ－１）の入力電圧データ（ＶＤｎ－１）
であり、最上行は現在のフレーム（Ｆｎ）の入力電圧データ（ＶＤｎ）である。
【００４３】
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　本願発明による液晶表示装置は、高速駆動方法でルックアップ・テーブル（１０５）の
情報だけを変更するので、ハードウェアの追加を最小限に抑えることができる。
【００４４】
　表２のルックアップ・テーブルは、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）及び青（Ｂ）のサブセル間の色
バランスを合わせるように実験的に決定されており、その値は表２に限定されず、下の関
係式（４）乃至（６）を満足する範囲で変更可能である。
ＶＤｎ　＜　ＶＤｎ－１　－－－＞　ＭＶＤｎ　＜　ＶＤｎ　－－－－－－（４）
ＶＤｎ　＝　ＶＤｎ－１　－－－＞　ＭＶＤｎ　＜　ＶＤｎ　－－－－－－（５）
ＶＤｎ　＞　ＶＤｎ－１　－－－＞　ＭＶＤｎ　＞　ＶＤｎ　－－－－－－（６）
【００４５】
　本願発明による液晶表示装置は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）及び青（Ｂ）のサブセルのなかで
入力電圧データが変化しないサブセルがある場合にも、色バランスを合わせることができ
る。例えば、図７のように、現在のフレーム（Ｆｎ）の緑色サブセルに対する入力電圧デ
ータ（ＶＧＤ）が直前のフレーム（Ｆｎ－１）より増加していると、現在のフレームにつ
いて入力電圧データより大きい修正電圧データが出力される。この時、赤色サブセルにつ
いて直前のフレーム（Ｆｎ－１）と同一の入力電圧データ（ＶＲＤ）が現在のフレーム（
Ｆｎ）に与えられるが、表２に示される修正電圧データが設定されているルックアップ・
テーブル（１０５）に基づいて、現在のフレームについて入力電圧データより小さい修正
電圧データが出力される。従って、図８から分かるように、緑色サブセル及び青色サブセ
ルの輝度（ＢＬＧ，ＢＬＢ）が所望の輝度よりも低下した場合には、赤色サブセルの輝度
（ＢＬＲ）も、入力電圧データより小さい修正電圧データを供給することで低くなる。こ
れにより、高速駆動を可能にしながら赤（Ｒ）、緑（Ｇ）及び青（Ｂ）のサブセル間の色
バランスを合わせることができる。
【００４６】
　図９及び図１０は、本願発明の第２実施例による液晶表示装置を表す。
【００４７】
　図９に示すように、本願発明による液晶表示装置は、データライン（５７）とゲートラ
イン（５８）の交差部に液晶セル（Ｃｌｃ）を駆動するためのＴＦＴが形成された液晶パ
ネル（５６）と、液晶パネル（５６）のデータライン（５７）に電圧を供給するためのデ
ータドライバ（５５）と、液晶パネル（５６）のゲートライン（５８）にスキャニングパ
ルスを順次供給するためのゲートドライバ（５４）と、デジタルビデオデータと同期信号
（Ｈ、Ｖ）が供給されるタイミングコントローラ（５１）と、タイミングコントローラ（
５１）とデータドライバ（５５）との間に接続されたデータ比較器（５２）及びデータ修
正器（５３）とを具備する。
【００４８】
　液晶パネル（５６）は、間に液晶が注入された二枚のガラス基板からなり、下部ガラス
基板の上に複数のゲートライン（５８）と複数のデータライン（５７）が相互に直交する
ように配設される。該ゲートライン（５８）と該データライン（５７）の交差部に形成さ
れたＴＦＴは、ゲート電極に入力されるスキャンニングパルスに応答してデータライン（
５７）から入力される電圧を液晶セル（Ｃｌｃ）に選択的に供給する。ＴＦＴのゲート電
極はゲートライン（５８）に接続され、そのソース電極はデータライン（５７）に接続さ
れる。またＴＦＴのドレーン電極は、液晶セル（Ｃｌｃ）の画素電極に接続される。
【００４９】
　タイミングコントローラ（５１）は、図示しないデジタルビデオカード等のビデオデー
タ源から供給されるデジタルビデオデータをデータ比較器（５２）とデータ修正器（５３
）両方に供給する。また、タイミングコントローラ（５１）は、ビデオデータ源から供給
される水平／垂直の同期信号（ＨＶ）を利用してドットクロック（Ｄｃｌｋ）、ゲート・
スタート・パルス（ＧＳＰ）を生成し、データドライバ（５５）とゲートドライバ（５４
）を制御する。ドットクロック（Ｄｃｌｋ）は、データドライバ（５５）に供給され、ゲ
ート・スタート・パルス（ＧＳＰ）は、ゲートドライバ（５４）に供給される。
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【００５０】
　ゲートドライバ（５４）は、タイミングコントローラ（５１）から供給されるゲート・
スタート・パルス（ＧＳＰ）に応答して順次スキャンパルス、即ちゲート・ハイパルスを
発生するシフトレジスタと、スキャンパルスの電圧を液晶セル（Ｃｌｃ）の駆動に適合す
るレベルにシフトさせるためのレベルシフトを含む。このゲートドライバ（５４）から入
力されるスキャンパルスに応答してＴＦＴはターンオンされ、データライン（５７）上の
ビデオデータに対応する電圧を液晶セル（Ｃｌｃ）の画素電極に供給する。
【００５１】
　データドライバ（５５）にはデータ修正器（５３）により修正された赤（Ｒ）、緑（Ｇ
）及び青（Ｂ）のそれぞれのサブセルに対する修正電圧データ（ＲＧＢ　Ｍデータ）が供
給されると共に、タイミングコントローラ（５１）からドットクロック（Ｄｃｌｋ）が入
力される。このデータドライバ（５５）は、ドットクロック（Ｄｃｌｋ）に合わせて赤（
Ｒ）、緑（Ｇ）及び青（Ｂ）のそれぞれのサブセルに対する修正電圧データ（ＲＧＢ　Ｍ
データ）をラッチした後、該データをアナログ電圧に変換して１ライン分ずつデータライ
ン（５７）に供給する。また、データドライバ（５５）は、修正電圧データに対応するガ
ンマ電圧をデータライン（５７）に供給することもできる。
【００５２】
　データ比較器（５２）は、それぞれのサブセル毎に、直前のフレーム（Ｆｎ－１）の入
力電圧データと現在のフレーム（Ｆｎ）の入力電圧データとを比較し、変化の有無を検出
する。このように検出された比較情報（Ｃｃｏｍｐ）は、データ修正器（５３）に入力さ
れる。
【００５３】
　データ修正器（５３）は、それぞれのサブセル毎に、直前のフレーム（Ｆｎ－１）の入
力電圧データと現在のフレーム（Ｆｎ）の入力電圧データとの比較結果に基づいて、修正
電圧データが登載されたルックアップ・テーブルに従って電圧データを修正する。このデ
ータ修正器（５３）は、直前のフレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）との間で
入力電圧データが増加する場合には現在のフレームについて入力電圧データより大きい修
正電圧データを出力し、直前のフレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）との間で
入力電圧データが減少する場合には現在のフレームについて入力電圧データより小さい修
正電圧データを出力する。また、データ比較器（５２）とデータ修正器（５３）は、直前
のフレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）との間で入力電圧データに変化がない
場合、現在のフレームについて入力電圧データより小さい修正電圧データを出力すること
により、従来の高速駆動方法において入力電圧データに変化のないサブセルの存在に起因
して歪みが発生していた色バランスを補正する。
【００５４】
　図１０は、データ比較器（５２）及びデータ修正器（５３）を詳細に表す。
【００５５】
　図１０に示すように、データ比較器（５２）は、タイミングコントローラ（５１）の上
位ビット・バスライン（６６）に接続された第１フレームメモリ（６１）と、第１フレー
ムメモリ（６１）の出力端子とタイミングコントローラ（５１）の上位ビット・バスライ
ン（６６）に接続された排他的論理和ゲート（以下、「ＸＯＲ」という）（６２）とを具
備する。
【００５６】
　第１フレームメモリ（６１）は、タイミングコントローラ（５１）から供給される所定
のビット数の入力電圧データ（ＲＧＢデータ）の所定の上位ビットデータを１フレーム期
間保存し、フレーム単位に保存された入力電圧データをＸＯＲ（６２）に出力する。例え
ば、タイミングコントローラ（５１）から８ビットの入力電圧データ（ＲＧＢデータ）が
入力されると、第１フレームメモリ（６１）はその中の上位３ビットまたは４ビットを保
存する。このために、第１フレームメモリ（６１）の保存容量は、８ビットすべてを保存
する場合に比べて少なくて済む。
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【００５７】
　ＸＯＲ（６２）は、タイミングコントローラ（５１）の上位ビット・バスライン（６６
）から供給される現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビット・入力電圧データと、第１フレー
ムメモリ（６１）から供給される直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビット・入力電圧デ
ータとの排他的論理和を演算する。従って、ＸＯＲ（６２）は、直前のフレーム（Ｆｎ－
１）の上位ビット・入力電圧データと現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビット・入力電圧デ
ータとが異なる時にはハイ論理「１」を出力し、直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビッ
ト・入力電圧データと現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビット・入力電圧データとが同一で
ある時にはロー論理「０」を出力する。ＸＯＲ（６２）の出力信号、即ち比較情報（Ｃｃ
ｏｍｐ）は、データ修正器（５３）に入力される。
【００５８】
　データ修正器（５３）は、タイミングコントローラ（５１）の上位ビット・バスライン
（６６）に接続された第２フレームメモリ（６３）と、上位ビット・バスライン（６６）
とＸＯＲ（６２）の出力端子両方に接続された第１ルックアップ・テーブル（６４）と、
第２フレームメモリ（６３）の出力端子と第１ルックアップ・テーブル（６４）の出力端
子両方に接続された第２ルックアップ・テーブル（６５）とを具備する。
【００５９】
　第２フレームメモリ（６３）は、タイミングコントローラ（５１）から供給される上位
ビット・入力電圧データを１フレーム期間保存し、フレーム単位に保存された入力電圧デ
ータを第２ルックアップ・テーブル（６５）に供給する。この第２フレームメモリ（６３
）は、第１フレームメモリ（６１）と同じく、タイミングコントローラ（５１）から８ビ
ットの入力電圧データ（ＲＧＢデータ）が入力されるとそのうち上位３ビットまたは４ビ
ット（ＭＳＢ）を保存する。
【００６０】
　第１ルックアップ・テーブル（６４）は、上位ビット・バスライン（６６）から供給さ
れる現在のフレーム（Ｆｎ）の入力電圧データと、ＸＯＲ（６２）から供給される制御情
報（Ｃｃｏｍｐ）とをインデックスとして、直前のフレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレー
ム（Ｆｎ）とで入力電圧データに変化がない場合に、新たな入力電圧データとして、上位
ビット・バスライン（６６）から供給される入力電圧データより小さい電圧データを出力
する。この第１ルックアップ・テーブル（６４）に含まれる修正情報を下の表３に示す。
【００６１】
【表３】

　表３において、左側列は比較情報（Ｃｃｏｍｐ）の論理値であり、最上行は上位ビット
・バスライン（６６）から入力される現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビット・入力電圧デ
ータである。
【００６２】
　表３に示すように、第１ルックアップ・テーブル（６４）は、直前のフレーム（Ｆｎ－
１）と現在のフレーム（Ｆｎ）とで入力電圧データに変化がない場合には、現在のフレー
ムの入力電圧データを下方に修正する。また、第１ルックアップ・テーブル（６４）は、
直前のフレーム（Ｆｎ－１）の入力電圧データより現在のフレーム（Ｆｎ）の入力電圧デ
ータが小さい場合には、現在のフレーム（Ｆｎ）の入力電圧データを修正しない。表３の
第１ルックアップ・テーブル（６４）の修正情報は、第２ルックアップ・テーブル（６５
）の修正情報を考慮して赤（Ｒ）、緑（Ｇ）及び青（Ｂ）のサブセル間の色バランスを合
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わせられるように実験的に決定される。
【００６３】
　第２ルックアップ・テーブル（６５）は、第１ルックアップ・テーブル（６４）から供
給される現在のフレーム（Ｆｎ）の入力電圧データと、第２フレームメモリ（６３）から
供給される直前のフレーム（Ｆｎ－１）の入力電圧データとをインデックスとして、表１
のように直前のフレーム（Ｆｎ－１）の入力電圧データと比較して現在のフレーム（Ｆｎ
）の入力電圧データが大きいかまたは小さいかに基づいて、データ電圧を修正する。即ち
、第２ルックアップ・テーブル（６５）は、直前のフレーム（Ｆｎ－１）の入力電圧デー
タより現在のフレーム（Ｆｎ）の入力電圧データが大きい場合に現在のフレーム（Ｆｎ）
について入力電圧データより大きい修正電圧データを出力し、直前のフレーム（Ｆｎ－１
）の入力電圧データより現在のフレーム（Ｆｎ）の入力電圧データが小さい場合には現在
のフレーム（Ｆｎ）について入力電圧データより小さい修正電圧データを出力する。この
第２ルックアップ・テーブル（６５）により修正された上位ビットデータ（ＭＳＢ）は、
下位ビットデータ（ＬＳＢ）と共に修正電圧データ（ＲＧＢＭデータ）としてデータドラ
イバ（５５）に供給される。
【００６４】
　従って、第１及び第２ルックアップ・テーブル（６４，６５）によるデータの修正方法
を整理すると、前記の関係式（４）乃至（６）のようになる。
【００６５】
　一方、本願発明の液晶表示装置の色補正方法及び装置は、実施例でルックアップ・テー
ブルの大きさを小さくするために上位ビットデータ（ＭＳＢ）だけを修正対象にしたが、
ルックアップ・テーブルの大きさが多少大きくなるが、上位ビットデータ（ＭＳＢ）及び
下位ビットデータ（ＬＳＢ）のすべてを修正することができるのは勿論である。
【００６６】
【発明の効果】
　上述のように、本願発明による液晶表示装置は液晶パネルに供給される電圧データが修
正されて高速駆動されるだけではなく、入力電圧データに変化のある電圧データの修正量
を考慮して入力電圧データに変化のない電圧データを修正することで、サブセル間の色バ
ランスを合わせることができる。
【００６７】
　以上説明した内容を通し、当業者であれば本願発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様
な変更及び修正が可能であることが分かる。例えば、図５及び９に図示されたデータ比較
器及びデータ修正器は、タイミングコントローラの前段に設置されてタイミングコントロ
ーラに入力されるデータを修正することもできる。また、データ修正器は実施例のように
ルックアップ・テーブルとすることができるが、関係式（４）乃至（６）に従ってデータ
を修正するためのアルゴリズムを含むプログラムと、これを実行するためのマイクロ・プ
ロセッサなどのような形態にすることもできる。従って、本願発明の技術的な範囲は、明
細書の詳細な説明に記載された内容に限定されず、特許請求の範囲によって定められる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は従来の液晶表示装置におけるデータによる輝度変化を表す波形図である
。
【図２】　図２は従来の高速駆動方法におけるデータ修正による輝度変化の一例を表す波
形図である。
【図３】　図３は従来の高速駆動方法における輝度変化の一例を表す。
【図４】　図４は従来の高速駆動方法において表示しようとする色と液晶パネル上に表示
される色を比較したものである。
【図５】　図５は本願発明の第１実施例による液晶表示装置を表すブロック図である。
【図６】　図６は図５に図示されたデータ修正器を詳細に表すブロック図である。
【図７】　図７は本願発明の実施例による液晶表示装置の色補正方法において、赤、緑及
び青色の輝度の変化を表す。
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【図８】　図８は本願発明の実施例による液晶表示装置の色補正方法において表示しよう
とする色と液晶パネル上に表示される色を比較したものである。
【図９】　図９は本願発明の第２実施例による液晶表示装置を表すブロック図である。
【図１０】　図１０は図９に図示されたデータ比較器及びデータ修正器を詳細に表すブロ
ック図である。
【符号の説明】
５１、９１：タイミングコントローラ
５２：データ比較器
５３、９３：データ修正器
５４、９４：ゲートドライバ
５５、９５：データドライバ
５６、９６：液晶パネル
５７、９７：データライン
５８、９８：ゲートライン
６１：第１フレームメモリ
６２：ＸＯＲ
６３：第２フレームメモリ
６４：第１ルックアップ・テーブル
６５：第２ルックアップ・テーブル
６６、１０６：上位ビット・バスライン
１０３：フレームメモリ
１０５：ルックアップ・テーブル

【図１】

【図２】

【図３】
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提供应用颜色校正方法的颜色校正装置。解决方案：该方法包括在当前
帧的数据电压电平从最后一帧的数据电压电平增加的情况下进一步增加
当前帧的数据电压的阶段和在该帧中减小当前帧的数据电压的阶段。当
前帧的数据电压电平从最后一帧的数据电压电平降低或没有变化的情
况。
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